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六
朝
詠
桐
詩
考

ー
ー
沈
約
よ
り
庚
信
に
至
る

「
龍
門
の
桐
」
｜
｜

中

尾

健

良日

六
朝
末
期
の
詩
人
で
あ
る
庚
信
（
五
二
二
l
五
八
一
）
の
代
表
作
の
一
つ
に
、

が
滅
亡
し
、
北
朝
へ
仕
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
自
身
の
心
情
を
、
一
本
の
枯
樹
に
託
し
て
詠
っ
た
力
作
で
あ
る
。
興
膳
宏
氏
の
論

文
「
枯
木
に
さ
く
詩
｜
｜
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
一
系
譜
｜
｜
」
は
、
こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
漢
の
枚
乗
（
？
！
前
一
四

O
）
の

「
枯
樹
賦
」
（
『
庚
子
山
集
』
巻
一
）
が
あ
る
。
祖
国
梁「七

Q
d
 

発
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
四
）
と
、
『
世
説
新
語
』
「
瓢
免
篇
」
に
登
場
す
る
東
晋
の
段
仲
文
（
？
l
四
O
七
）
と
の
故
事
を
指
摘
し
て
お
ら

れ
る
。
し
か
し
、
枚
乗
「
七
発
」
に
詠
わ
れ
た
半
死
半
生
の
桐
（
龍
門
の
桐
）
が
、
直
接
、
庚
信
の
創
作
に
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
、
と
素
朴
な
疑
問
を
抱
い
た
。
庚
信
が
前
半
生
に
お
い
て
身
を
置
い
た
江
南
に
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
斉
梁
期
の

詠
物
詩
の
盛
行
が
見
ら
れ
て
お
り
、
庚
信
も
そ
の
影
響
を
免
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
彼
の
文
集
に
少
な
か
ら
ぬ
詠
物
の
詩
賦
が

見
え
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
興
膳
氏
の
論
文
は
枯
木
を
通
時
的
に
扱
っ
て
お
ら
れ
る
た
め
、
龍
門
の
桐
を
詠
っ
た
作
品
の
紹
介
は
一

部
に
と
ど
ま
る
が
、
筆
者
は
庚
信
が
龍
門
の
桐
を
用
い
て
詩
賦
に
自
ら
の
想
い
を
詠
う
に
あ
た
っ
て
、
斉
梁
文
壇
の
領
袖
で
あ
っ
た
沈
約

（
四
四
一

l
五
二
二
）
の
影
響
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
何
故
な
ら
ば
、
沈
約
と
庚
信
は
六
朝
に
お
い
て
、
桐
を

詩
に
多
く
詠
み
込
む
詩
人
の
一
人
で
あ
り
（
次
頁
の
表
を
参
照
）
、
か
つ
自
ら
の
想
い
を
「
龍
門
の
桐
」
に
託
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
沈
約
は
前
代
の
詩
人
の
桐
（
琴
材
）
を
詠
う
詩
を
受
け
継
い
で
い
る
と
見
な
さ
れ
、
こ
こ
に
「
琴
材
に
託
し
て
想
い
を
述
べ
る
詩

そ
し
て
そ
の
系
譜
が
表
わ
す
の
は
、
琴
材
が
人
材
の
比
喰

人
の
系
譜
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
沈
約
以
降
、
こ
の
系
譜
に
沿
っ
て
詠
わ
れ
る

「
龍
門
の
桐
」
は
、
す
、
ぐ
れ
た
人
材
を
象
徴
化
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

の
モ
デ
ル
は
、
半
死
半
生
と
い
う
属
性
こ
そ
強
調
さ
れ
て
は
い

つ
ま
り
、
庚
信
が
自
ら
を
喰
え
た
「
龍
門
の
桐
」

な
い
も
の
の
、
既
に
斉
梁
期
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
小
論
に
お
い
て
は
、
前
掲
興
膳
氏
の
考
察
よ
り
更
に

一
歩
進
め
て
、
庚
信
以
前
の
詠
桐
詩
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
、

あ
わ
せ
て
六
朝
に
お
け
る
琴
材
と
し
て
の
桐
、
特
に

「
龍
門
の
桐
」

う
詩
が
持
つ
意
義
や
、

そ
れ
と

「枯樹賦」との関わりを述べたいと思う。
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※ 

右
の
表
に
挙
げ
る
の
は
、
詩
、
及
び
詩
題
に
「
桐
」
字
を
用
い
る
か
、
或
い
は
「
龍
門
」

の
地
名
を
桐
・
木
（
桐
以
外
の
固
有
の
名

称
を
持
つ
木
は
除
く
）
と
結
び
つ
け
て
使
用
し
て
い
る
詩
人
で
あ
る
。
人
名
の
下
の
数
字
は
、

そ
の
使
用
回
数
を
表
わ
す
。
ゴ
シ
ッ
ク

の
詩
人
は
、
同
一
作
品
に
お
い
て
桐
（
ま
た
は
龍
門
の
地
名
が
、
桐
・
木
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
）
と
、
琴
・
惹
と
を
詠
み
込

ん
で
い
る
も
の
を
表
わ
す
（
詩
題
、
並
び
に
琴
の
意
で
用
い
ら
れ
る
「
総
桐
」
も
含
み
、

ま
た
、
無
名
氏
の
楽
府
は
除
外
し
た
。
な
お
、
全
て
を
挙
げ
ず
に
恐
縮
で
あ
る
が
、

「
桐
柏
山
」
、

「
桐
（
君
）
」
等
、
地
名
・
人
名

に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
桐
」
字
は
含
ま
な
い
）
。

表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
松
浦
崇
氏
に
よ
る
全
漢
詩
よ
り
惰
詩
に
至
る
諸
索
引
（
擢
歌
書
房
よ
り
刊
行
）
、
佐
藤
利
行
氏
等
編
『
全
梁

詩
索
引
』
（
東
京
、
白
帝
社
、

二
0
0
0年）

を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

琴
材
と
い
う
人
材
の
比
轍
の
源
流
｜
加
工
さ
れ
る
木
材

円ム

ま
ず
、
琴
材
と
し
て
の
桐
を
詠
う
詩
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
琴
材
を
含
む
木
材
が
、
何
故
に
人
材
に
喰
え
ら
れ
る
か
を
述
べ
て
お
き
た

い
。
前
漢
の
劉
安
（
？
l
前
二
一
二
）

の
『
准
南
子
』
「
主
術
訓
」
に
は
、
賢
人
が
人
材
を
起
用
す
る
こ
と
は
、
名
工
が
木
材
を
加
工
す

る
こ
と
に
似
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

是
故
賢
主
之
用
人
也
、
猶
巧
工
之
制
木
也
。
：
：
：
是
故
林
奔
之
材
、
猶
無
可
棄
者
、
市
況
人
乎
。

［
是
の
故
に
賢
主
の
人
を
用
う
る
や
、
猶
お
巧
工
の
木
を
制
す
る
が
ご
と
し
。
：
：
：
是
の
故
に
林
葬
の
材
す
ら
、
猶
お
棄
つ
べ
き
者

し

か

い

わ

無
し
。
市
る
を
況
ん
や
人
を
や
。
］

ま
た
、
劉
安
は
「
主
術
訓
」
に
説
く
思
想
を
賦
に
よ
っ
て
も
表
わ
し
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る

「
扉
風
賦
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
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惟
斯
扉
風
、
出
自
幽
谷
。
根
深
枝
茂
、
号
為
喬
木
。
：
：
：
然
常
無
縁
、
悲
愁
酸
毒
、
天
啓
我
心
、
遭
遇
微
禄
。
中
郎
繕
理
、
収
拾
損

朴
。
大
匠
攻
之
、
刻
離
削
断
。
表
雄
剥
裂
、
心
実
貞
惑
。
等
化
器
類
、
庇
蔭
尊
屋
、
列
在
左
右
、
近
君
頭
足
。
：
：
：
不
逢
仁
人
、
永

為
枯
木
。

よ

［
惟
れ
斯
の
扉
風
、
幽
谷
自
り
出
ず
。
根
は
深
く
枝
は
茂
り
、
号
し
て
喬
木
と
為
す
。
：
：
：
然
れ
ど
も
常
に
縁
無
く
、
悲
愁
酸
毒
せ

ひ
ら

し
に
、
天
は
我
が
心
を
啓
き
、
微
禄
に
遭
遇
せ
し
む
。
中
郎
は
繕
理
し
、
指
朴
を
収
拾
す
。
大
匠
は
之
を
攻
り
、
刻
雌
削
断
す
。
表

は
剥
裂
す
と
離
も
、
心
は
実
に
貞
惑
な
り
。
等
し
く
器
類
と
化
し
、
尊
屋
に
庇
蔭
せ
ら
る
。
列
び
て
左
右
に
在
り
、
君
の
頭
足
に
近

と
こ
し
え

し
O

i
－
－
－
仁
人
に
逢
わ
ず
ん
ば
、
永
に
枯
木
た
ら
ん
。

（
『
初
学
記
』
巻
二
十
五

器
物
部
「
扉
風
」
所
引
）

こ
の
賦
に
つ
い
て
宋
の
章
樵
は
『
古
文
苑
』
に
、
遺
棄
さ
れ
た
人
材
が
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
詠
う
も
の
で
あ
り
、
喬
木
を
見
出
し
て
加

工
す
る
「
中
郎
」
は
劉
安
そ
の
人
を
暗
に
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
注
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
劉
安
は
ま
さ
に
人
材
の
登
用
を
木
材
の

加
工
に
喰
え
て
、
「
扉
風
賦
」
を
作
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
の
詩
賦
に
お
い
て
は
、
樹
木
が
伐
採
さ
れ
て
加
工
さ
れ
る
こ
と

が
、
在
野
、
あ
る
い
は
下
位
に
あ
る
士
人
が
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
に
喰
え
て
詠
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
琴
に
関
し
て
は
、
『
礼
記
』

の
「
楽
記
」
に
、
「
君
子
は
琴
悲
の
声
を
聴
け
ば
、
則
ち
義
を
志
す
臣
を
思
う
」
と
い
い
、
後
漢
の
桓
語
（
前
二
三
l
後
五
六
）
は
『
新

論
』
に
、
神
農
氏
が
王
と
な
っ
た
時
、
桐
を
削
っ
て
琴
を
作
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
明
に
通
じ
、
天
と
人
と
の
調
和
を
は
か
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
青
木
正
児
氏
の
「
琴
葉
書
画
」
に
も
、
孔
子
の
「
絃
歌
鼓
琴
」
に
よ
る
政
教
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
琴
と
は
単
な
る
楽
器
で
は
な
く
、
政
教
と
大
き
く
関
わ
る
器
物
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
琴
材
が
人
材

に
喰
え
ら
れ
る
詩
が
中
国
で
誕
生
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
思
想
的
背
景
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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司
馬
彪
と
飽
照

西
晋
の
司
馬
彪
（
？
l
三
O
六
）
と
劉
宋
の
飽
照
（
四
一
四
ー
四
六
六
）
は
、

い
ず
れ
も
自
身
を
桐
（
琴
材
）
に
喰
え
て
お
り
、
こ
れ

が
自
身
の
仕
官
と
関
わ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
詩
文
を
残
し
て
い
る
。
ま
ず
始
め
に
司
馬
彪
の
「
贈
山
濡
詩
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
桐
を
自

身
に
喰
え
る
発
想
が
、
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
な
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
は
、
琴
に
加
工
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
桐
に
自
身
を
仮
託
し
て
詠
う
詩
歌
と
し
て
は
最
初
の
例
で
あ
る
。

若
者
椅
桐
樹

寄
生
於
南
岳

上
凌
青
雲
寛

下
望
千
初
谷

処
身
孤
且
危

於
何
託
余
足

昔
也
植
朝
陽

傾
枝
侯
鷺
鷺

今
者
絶
世
用

佳
惚
見
迫
束

班
匠
不
我
顧

牙
噴
不
我
録

意
得
成
琴
琴

何
由
揚
妙
曲

ザ
召
苔
た
り
椅
桐
の
樹
、
生
を
南
岳
に
寄
す

上
は
青
き
雲
寛
を
凌
ぎ
、
下
は
千
仰
の
谷
を
望
む

お

い

ず

身
を
処
く
と
こ
ろ
は
孤
に
し
て
且
つ
危
、
何
く
に
於
い
て
余
が
足
を
託
さ
ん
か

ま

昔
は
朝
陽
に
植
え
ら
れ
、
枝
を
傾
け
て
驚
鷺
を
侯
て
る
も

qu 

円
，
白

今
は
世
用
を
絶
ち
、
控
惚
と
し
て
迫
束
せ
ら
る

班
匠
は
我
を
顧
み
ず
、
牙
噴
も
我
を
録
せ
ず

い
ず意
く
ん
ぞ
琴
悲
と
成
る
を
得
ん
、
何
に
由
り
妙
曲
を
揚
げ
ん

（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）

唐
の
李
善
は
こ
こ
に
詠
ま
れ
て
い
る
桐
を
司
馬
彪
そ
の
人
、
公
輸
班
、
匠
石
、
伯
牙
、
師
噴
を
執
政
の
喰
え
と
し
、
更
に
こ
の
桐
が

『
詩
経
』
（
大
雅
・
巻
阿
）
、
並
び
に
鄭
玄
の
築
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
単
な
る
桐
で
は
な
く
、

鳳
風
を
住
ま
わ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
桐
で
あ
る
。
そ
れ
が
零
落
し
て
無
用
の
存
在
と
化
し
て
い
る
。

つ
ま
り
司
馬
彪
は
下
位
に
埋
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も
れ
た
有
用
の
人
材
で
あ
る
自
身
の
不
遇
を
、
山
濡
（
二

O
五
1

二
八
三
）
に
訴
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
山
溝
は
竹
林
の
七
賢
の

一
人
で
あ
る
が
、

の
ち
に
晋
の
宰
相
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、

ま
た
、
『
世
説
新
語
』
「
政
事
篇
」
に
は
、
多
く
士
人
を
推
薦
し
た
故
事
が

見
え
る
。
司
馬
彪
が
自
身
の
登
用
を
求
め
た
の
も
そ
れ
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
次
に
見
え
る

「
与
山
巨
源
書
」
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
謝
辞
を
見
る
限
り
で
は
、
司
馬
彪
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

根
抜
失
操
、
託
命
此
別
、
告
求
払
打
感
、
許
見
賑
岨
。
窮
人
易
感
、
悲
喜
兼
懐
。
承
命
之
後
、
情
過
挟
紘
。

よ

あ

わ

れ

み

ほ

ど

こ

［
根
は
抜
か
れ
て
擦
る
と
こ
ろ
を
失
い
、
命
を
託
し
て
此
に
別
れ
、
持
惑
を
告
求
し
、
許
し
賑
怖
さ
る
。
窮
人
感
じ
易
く
、
悲
喜
兼

い

だ

う

ね
て
懐
く
。
命
を
承
け
て
後
、
情
は
挟
紘
を
過
ぐ
。
］

（
『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
八
十
六
人
事
部
「
窮
」
所
引
）

4
 

n
L
 

「
根
抜
失
擦
」
が
、
前
掲
の
詩
の
桐
を
踏
ま
え
、
不
遇
に
あ
る
司
馬
彪
を
表
わ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
文
末
の

と
は
、
『
左
伝
』
の
宣
公
十
二
年
に
見
え
る
語
で
、
寒
人
が
綿
を
賜
る
よ
う
な
温
情
を
い
い
、
司
馬
彪
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
身
に

冒
頭
の

「
挟
紘
」

し
み
る
温
情
に
感
謝
の
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、

司
馬
彪
の
詩
は
推
薦
を
依
頼
す
る
、
仕
官
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
に
取

り
上
げ
る
飽
照
の

「
山
行
見
孤
桐
詩
」
も
同
様
に
、
権
力
者
に
対
し
て
不
遇
な
自
身
の
登
用
を
促
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

桐
生
叢
石
裏

。。根孤
地
寒
陰

桐
は
生
ず

う
ち

0

0

0

叢
石
の
裏
、
根
は
孤
に
し
て
地
は
寒
陰
な
り

上
惰
崩
峯
勢

下
帯
洞
阿
深

上
は
崩
峯
の
勢
に
侍
り
、
下
は
洞
阿
の
深
き
を
帯
ぶ

奔
泉
冬
激
射

霧
雨
夏
一
森
淫

不
風
篠
自
吟

奔

泉

霧

雨

夏

に

一

森

淫

た

り

い

ま

す

で

し

お

未
だ
霜
ふ
ら
ざ
る
に
葉
は
己
に
霜
れ
、

冬
に
激
射
し
、

未
霜
葉
己
霜

え
だ
み
ず
か

風
ふ
か
ざ
る
に
僚
自
ら
吟
ず
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昏
明
積
苦
思

昼
夜
叫
哀
禽

昏
明

望苦
み思
て積
涙も
をり
掩お 、
お

い思

夜
逐
臣 及
禽
対ま叫
いぷく
て
任た心若
うを
べ撫
かづ
ら
ず

棄
妾
望
掩
涙

逐
臣
対
撫
心

棄
妾

雄
以
慰
単
危

悲
涼
不
可
任

以
て
単
危
を
慰
め
ん
と
す
と
雄
も
、
悲
涼

乙
い
ね
が

幸
願
わ
く
は
離
断
せ
ら
れ
、
君
が
堂
上
の
琴
と
為
ら
ん

幸
願
見
離
断

為
君
堂
上
琴

（
「
山
行
見
孤
桐
詩
」
『
飽
氏
集
』
巻
六
）

司
馬
彪
の
詩
と
同
様
に
、
桐
が
飽
照
自
身
の
仮
託
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
劉
宋
の
元
嘉
二
十
八
年
（
四
五
一
）
、
飽
照
が
侍
郎
の
職

を
辞
す
る
に
あ
た
り
、
始
興
王
・
劉
波
に
向
け
て
書
い
た
「
侍
郎
報
満
辞
閣
疏
」
に
、
前
掲
詩
、
第
二
句
の

「
根
孤
」

の
二
字
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
飽
照
の
作
品
に
二
例
し
か
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

。。

日
曇
途
遠
、
塊
然
自
喪
。
加
以
無
良
、
根
孤
伎
薄
。
既
同
鴻
街
負
困
之
累
、
復
抱
相
如
消
渇
之
疾
。
：
：
：
宿
福
余
慶
、
愛
遭
聖
明
。

く

み

ち

う

し

な

0

0

0

わ

ざ

と

ぽ

［
日
目
安
れ
て
途
遠
く
、
塊
然
と
し
て
自
ら
喪
う
。
加
う
る
に
良
き
こ
と
無
く
、
根
は
孤
に
し
て
伎
は
薄
し
。
既
に
鴻
桁
の
負
困
の
累

ま

こ

こ

あ

に
同
じ
く
、
復
た
相
如
の
消
渇
の
疾
を
抱
く
。
：
：
：
福
を
宿
し
て
余
慶
あ
り
、
愛
に
聖
明
に
遣
え
り
。
］

F
h
d
 

q
L
 

（
『
飽
氏
集
』
巻
九
）

孤
独
に
し
て
貧
困
に
苦
し
む
飽
照
の
姿
は
、
危
う
い
地
勢
に
根
ざ
し
、
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
た
桐
そ
の
も
の
で
あ
る
。

「
侍
郎
報
満

辞
閣
疏
」
に
は
、

そ
の
よ
う
な
飽
照
を
劉
波
が
取
り
立
て
て
く
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恩
義
に
十
分
に
報
い
な
い
ま
ま
辞
職
す
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
と
前
掲
の
詩
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
琴
材
で
あ
る
桐
が
人
材
の
喰
え
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
次
に
取
り
上
げ
る
沈
約
は
飽
照
に
倣
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
桐
を
詠
う
詩
に
関
し
て
は
、
間
違
い
な
く
飽
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照
に
倣
い
、

そ
し
て
桐
に
固
有
の
名
称
を
用
い
た
。
龍
門
の
桐
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
斉
の
寛
陵
王
・
着
子
良
（
四
六

O
l
四
九
四
）

の
文

学
サ
ロ
ン
に
お
い
て
詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

沈
約
と
王
錆

寛
陵
王
・
請
子
良
の
文
学
集
団
、
並
び
に
斉
梁
の
詠
物
詩
に
つ
い
て
は
網
祐
次
氏
に
よ
る
詳
細
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
着
子
良
の
幕

下
で
共
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
桐
、
あ
る
い
は
龍
門
の
桐
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。

着
子
良
「
梧
桐
賦
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
十
八
）

王
融
「
応
寛
陵
王
教
桐
樹
賦
」
（
『
芸
文
類
衆
』
巻
八
十
八
）
、
沈
約
「
桐
賦
」
（
向
上
）

謝
眺
「
詠
琴
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
十
六
）
、
王
融
「
詠
琵
琶
詩
」
（
向
上
）

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
沈
約
、
王
融
（
四
六
七
ー
四
九
三
）
、
謝
眺
（
四
六
四
ー
四
九
九
）
の
い
ず
れ
も
が
、
枚
乗
の

場
す
る
龍
門
の
桐
を
詠
い
、
特
に
後
二
者
は
楽
器
の
素
材
と
し
て
詠
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
興
膳
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
沈
約
の

孤
桐
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
十
八
）
、
謝
眺
の
「
遊
東
堂
詠
桐
詩
」
（
向
上
）
等
も
挙
げ
て
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
作
者
自

身
の
姿
を
投
影
さ
せ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
だ
が
、
例
外
は
存
在
す
る
。
沈
約
が
蒲
子
良
の
幕
下
を
離
れ
、
太
守
と
し
て
東
陽
郡

「
霜
来
悲
落
桐
詩
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
七
発
」
に
登

F
O
 

円
，
山

詠

（
現
在
の
漸
江
省
金
華
市
）
に
赴
任
し
た
頃
の
作
、

悲
落
桐

落
桐
早
霜
露

本
出
龍
門
山

長
枝
仰
刺
天

悲
し
い
か
な
落
桐
、
落
桐
は
霜
露
よ
り
も
早
し

い

ま

す

で

し

ろ

燕
至
れ
る
も
葉
未
だ
抽
き
い
で
ず
、
鴻
来
た
る
に
枝
は
己
に
素
し

本
は
龍
円
山
よ
り
出
で
、
長
枝

仰
ぎ
て
天
を
刺
せ
り

燕
至
葉
未
抽

鴻
来
枝
己
素
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上
峯
百
丈
絶

下
祉
万
尋
懸

幽
根
己
盤
結

孤
株
復
為
絶

匠
者
時
留
跨

王
孫
少
見
之

分
取
生
孤
桝

徒
置
北
堂
陸

自
惟
良
弄
薄

君
恩
徒
照
灼

顧
己
非
嘉
樹

宜
用
懇
阿
閣

願
作
清
廟
琴

為
舞
双
玄
鶴

上
峯

そ
び

百
丈
に
絶
え
、
下
祉

万
尋
に
懸
か
る

幽
根

己
に
盤
結
し
、
孤
株

復
た
絶
え
な
ん
と
す

か

え

り

ま

れ

匠
者
は
時
に
留
ま
り
跨
み
る
も
、
王
孫
も
之
を
見
る
こ
と
少
な
り

ね

か

ぶ

ほ

と

り

う

つ

生
の
孤
な
る
桝
よ
り
分
か
ち
取
り
、
北
堂
の
陸
に
徒
し
置
く

お

も

ま

こ

と

い

た

ず

ら

自
ら
惟
う
に
良
に
弄
薄
、
君
恩
徒
に
照
灼
す

よ

ろ

よ

顧
み
れ
ば
己
に
嘉
樹
に
非
ず
、
宜
し
く
用
い
ら
る
る
べ
き
も
阿
閣
に
猿
る
の
み

な

に

わ

願
わ
く
は
清
廟
の
琴
と
作
り
、
為
に
双
の
玄
鶴
を
舞
わ
さ
ん

円

inL
 

（
「
霜
来
悲
落
桐
詩
」
『
玉
台
新
詠
』
巻
九
）

と
比
べ
れ
ば

「
霜
来
悲
落
桐
詩
」
に
は
、
地
方
官
と
し
て
中
央
を
離
れ
、
志
を
得
な
い
沈
約
の
悲
哀
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
桐
は
琴
材

そ
の
境
遇
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

よ
り
移
し
置
か
れ
た
桐
が
詠
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
為
政
者
の
喰
え
で
あ
る
匠
者
、
あ
る
い
は
王
孫
の
目
に
か
ろ
う
じ
て
か
か
り
、
採
取
さ
れ
は
し

と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

司
馬
彪
の
詩

「
龍
門
山
」

い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

た
も
の
の
、
加
工
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
建
物
の
傍
ら
に
放
置
さ
れ
た
。
人
材
と
し
て
採
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
地
方
で
無
柳
を
か
こ
っ
て

そ
れ
ゆ
え
に
自
身
は
か
つ
て
と
違
っ
て
素
晴
ら
し
い
樹
木
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
来
る
こ
と
な
ら

宮
殿
で
祭
礼
を
行
う
際
に
演
奏
さ
れ
る
琴
と
な
っ
て
爪
弾
か
れ
た
い
、
と
続
け
ら
れ
る
。
「
願
作
清
廟
琴
」
の
句
は
、
『
周
礼
』
の

大
司
楽
」
に
基
づ
く
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
龍
門
の
琴
は
宗
廟
に
お
い
て
奏
さ
れ
る
、
と
あ
る
こ
と
を
引
き
、
龍
門
の
桐
に
も
比
せ
ら
れ
る

自
身
は
、
地
方
官
の
待
遇
に
甘
ん
じ
る
べ
き
人
材
で
は
な
く
、
国
家
の
中
枢
で
政
治
に
参
画
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
、
と
言
う
の
で
あ

「
春
官
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る
。
沈
約
が
東
陽
太
守
と
な
る
に
至
っ
た
経
緯
に
は
更
に
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
沈
約
が
現
状
に
満
足
し
て
い
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
詩
の
主
題
、
が
、
司
馬
彪
の
詩
と
同
工
異
曲
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
薫
子
良
の
文
学
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
琴
・
琵
琶
の
素
材
と
し
て
詠
わ
れ
た
龍
門
の
桐
が
、
沈
約

に
よ
っ
て
再
び
詠
わ
れ
、

か
つ
自
身
を
仮
託
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
薫
子
良
の
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
琴
・
琵
琶
の
素
材

と
し
て
龍
門
の
桐
が
詠
わ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
枚
乗
の

「
七
発
」

か
ら
沈
約
等
に
至
る
ま
で
、
詩
並
び
に

題
に
桐
を
冠
す
る
賦
、

そ
し
て
桐
を
材
料
と
す
る
琴
、
筆
、
琵
琶
、
筆
漢
の
賦
に
、
龍
門
の
桐
は
詠
わ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
沈
約
、

王
融
、
謝
跳
の
誰
が
詠
い
始
め
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
着
子
良
の
サ
ロ
ン
が
な
け
れ
ば
、
沈
約
が
自
ら
を
仮
託
し
て
龍
門
の
桐
を
詠
う

こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、

あ
る
意
味
で
は
遊
戯
的
な
詠
物
詩
の
産
物
で
あ
っ
た
と
言
え

そ
う
し
た
経
緯
は
兎
も
角
、
沈
約
の
詩
に
お
け
る
桐
は
、
新
た
に
「
半
死
半
生
」
、

「
龍
門
山
」

か
ら
来
た
零
落
し
た
桐
は
、

る
か
も
し
れ
な
い
。

「
極
上
の
琴
材
」
と
い
う
属
性
を

-28 -

加
え
て
、

へ
と
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

王
笥
は
、
沈
約
か
ら
「
晩
来
の
名
家
、
唯
だ
王
鋳
の
独
歩
す
る
を
見
る
の
み
」
、

王
錆
（
四
八
一
ー
五
四
九
）

と
の
聞
に
往
来
が
あ
り
、

と
激
賞
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
『
梁
書
』
に
は
、
沈
約

そ
の
邸
宅
に
「
草
木
十
詠
」
と
い
う
連
作
詩
を
書
き
付
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
判

断
す
る
と
、
次
に
挙
げ
る
王
錆
の
詩
は
、
沈
約
の
詩
の
影
響
を
受
け
、
半
死
半
生
の
龍
門
の
桐
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が

出
来
る
、
だ
ろ
う
。

伊
昔
檀
羽
儀

待
価
龍
門
垂

伊
れ
昔

ほ
し
い

羽
儀
を
檀
ま
ま
に
し

価
を
龍
門
の
垂
に
待
つ

優
遊
清
露
点

月
上
陰
陽
幹

雲徽
覆穆
死o恵
生o風
枝o吹

優
遊

恵
風
吹
く

0

0

0

0

 

月
は
陰
陽
の
幹
に
上
り
、
雲
は
死
生
の
枝
を
覆
う

公
子
は
高
尚
を
存
し
、
聯
か
用
い
て
華
池
に
影
さ
さ
し
む

清
露
点
じ
、
徽
穆

公
子
存
高
尚

柳
用
影
華
池
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方
向
散
木
饗

清
響
寛
誰
知

清
響 復
た
寛己何与
にく
誰に
かか
知施
らさ
んん

棲
驚
既
不
重

舞
鶴
復
何
施

方5棲
に驚
散
木既
とに
同志重
にん
嚢tじ
がら
れれ
んず
と
す 舞
鶴

（
「
奉
酬
従
兄
臨
川
桐
樹
詩
」
『
芸
文
類
緊
』
巻
八
十
八
「
木
部
上
」
桐
所
引
）

王
錆
が
従
兄
に
宛
て
て
作
っ
た
詩
に
詠
わ
れ
る
の
は
、
琴
材
で
あ
る

子
に
よ
っ
て
、
琴
材
で
は
な
く
、
無
用
の
木
材
（
人
材
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
そ
し
て
琴
と
な
っ
て
清
ら

「
龍
門
の
桐
」
に
も
類
す
る
才
能
と
抱
負
を
有
す
る
自
身
が
、
公

か
な
音
色
を
奏
で
ら
れ
な
い
、

と
い
う
桐
の
失
望
は
、
不
遇
を
か
こ
つ
王
筒
自
身
の
失
望
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
龍
門
の
桐
に
自
身
を

託
す
詩
は
、
沈
約
か
ら
王
鋳
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
梁
に
お
い
て
は
呉
均
（
四
六
九
l
五
二

O
）
が
「
共
賦
韻
同
詠
庭
中

桐
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
十
八
）
に
、
誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
い
る
龍
門
の
桐
を
詠
い
、

ま
た
、
楽
府
「
行
路
難
」
第
二
首
（
『
玉
台
新
詠
』

ny 
n
L
 

巻
九
）
に
、
洞
庭
湖
畔
に
倒
れ
て
い
た
枯
桐
が
琵
琶
へ
と
仕
立
て
上
げ
ら
れ
、
宮
中
で
重
宝
さ
れ
る
こ
と
を
詠
う
。
そ
の
他
、
桐
で
あ
る

「
嘉
樹
」
が
琴
材
と
し
て
加
工
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
こ
と
を
詠
っ
た
丘
遅
（
四
六
四
l
五
O
八
）
の

」
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
題
琴
朴
奉
柳
呉
興
詩
」
（
『
芸
文
類
衆
』
巻
四
十
四
）
が
あ
り
、
両
者
と
も
有
為
の
人
材
と
し
て
の
自
身
を
桐
に
仮
託
し
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
沈
約
の
影
響
の
有
無
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
梁
に
な
っ
て
自
身
の
登
用
を
求
め
る
気
持
ち
を
桐
に
仮
託
す
る
詩

が
、
詩
人
た
ち
の
間
で
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
琴
材
を
人
材
と
重
ね
合
わ
せ
、

桐
に
託
し
て
想
い
を
詠
う
詩
人
の
系
譜
は
、

司
馬
彪
以
来
、
梁
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

庚
信

本
来
、
桐
・
琴
材
を
詠
う
詩
の
系
譜
に
庚
信
は
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
六
朝
時
代
の
詩
人
に
お
い
て
、

も
っ
と
も
多
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く
桐
を
詩
に
詠
み
込
ん
だ
詩
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
冒
頭
の
表
を
参
照
）
、
意
外
な
こ
と
に
庚
信
は
専
ら
桐
を
詠
う
詩
を
一
首
も

作
っ
て
お
ら
ず
、

「
枯
樹
賦
」
に
詠
わ
れ
る
枯
木
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
に
、
龍
門
の
半
死
半
生
の
桐
を
部
分
的
に
重
ね
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら

し
か
し
、
興
膳
氏
が
前
掲
論
文
に
庚
信
の
詩
賦
の
数
句
を
挙
げ
て
説
く
よ
う
に
、
庚
信
は
半
死
半
生
の
桐
に
自
身
を
仮
託
し
て

い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
桐
・
琴
材
を
詠
う
詩
の
系
譜
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
に
庚
信
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す

で
あ
る
。

る
。
と
こ
ろ
で
、
庚
信
の
作
品
に
お
け
る
桐
と
は
、
琴
材
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
作
っ
た
北
周
の

歌
辞
」
（
『
庚
子
山
集
』
巻
七
）
に
は
、
琴
材
と
し
て
の
桐
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
北
周
の
王
室
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も

「
郊
廟
歌
辞
」

「
燕
射

代
表
作
「
哀
江
南
賦
」
、

の
で
あ
り
、
庚
信
自
身
の
姿
は
投
影
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
詩
以
外
の
作
品
に
目
を
転
じ
る
と
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
庚
信
の

「
擬
連
珠
」
の
第
三
十
一
首
に
、
慌
悼
し
つ
つ
も
梁
に
対
す
る
想
い
を
絶
や
さ
な

「
擬
詠
懐
詩
」
と
関
係
の
深
い

い
自
身
の
姿
が
描
か
れ
、

そ
の
心
が
音
曲
に
喰
え
ら
れ
て
い
る
。

nu 円。

蓋
間
十
室
之
邑
、
忠
信
在
意
、
五
歩
之
内
、
芥
芳
可
録
。
是
以
日
南
枯
僻
、
猶
含
明
月
之
珠
、
龍
門
死
樹
、
尚
抱
戚
池
之
曲
。

け

だ

こ

こ

み

な

み

［
蓋
し
聞
く
、
十
室
の
邑
、
忠
信
鷲
に
在
り
、
五
歩
の
内
、
芽
芳
録
す
べ
し
、
と
。
是
を
以
て
、
日
南
す
る
も
枯
畔
、
猶
お
明
月
の

珠
を
含
み
、
龍
門
の
死
樹
、
尚
お
成
池
の
曲
を
抱
く
。
］

（
『
庚
子
山
集
』
巻
十
）

つ
ま
り
、
こ
れ
と

「
枯
樹
賦
」
を
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
庚
信
の
枯
樹
は
、

や
は
り
琴
材
・
人
材
と
し
て
の
側
面
も
あ
わ
せ
持
つ

て
い
た
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
不
幸
に
し
て
北
遷
の
後
、
庚
信
の
内
面
に
秘
め
ら
れ
た
想
い
は
、
祖
国
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
庚
信
の
詩
賦
に
詠
わ
れ
る
龍
門
の
桐
は
、
す
ぐ
れ
た
琴
材
（
人
材
）

と
い
う
よ
り
は
、
半
死
半
生
の
零

落
し
た
老
木
（
老
人
）

の
イ
メ
ー
ジ
を
強
烈
に
残
す
こ
と
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
沈
約
と
王
笥
が
仮
託
し
た
す
、
ぐ
れ
た
琴
材
（
人
材
）
と
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し
て
の
側
面
を
大
き
く
後
退
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
司
馬
彪
か
ら
飽
照
、
沈
約
、

王
錆
へ
と
継
承
さ
れ
る
琴
材
を
詠
う
詩
人
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
、
桐
・
琴
材
が
有
為
の
人
材
の

喰
え
と
し
て
詠
わ
れ
る
こ
と
、
特
に
龍
門
の
桐
が
す
、
ぐ
れ
た
人
材
の
喰
え
と
し
て
詠
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、

小
論
を
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
司
馬
彪
以
来
、
詩
人
が
自
身
を
仮
託
し
た
琴
材
と
し
て
の
桐
は
、
不
遇
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
た
。

そ
し

て
桐
が
琴
へ
加
工
さ
れ
る
こ
と
は
、
不
遇
な
境
遇
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
登
用
さ
れ
る
こ
と
の
喰
え
で
あ
っ
た
。
沈
約
は

「
霜
来
悲
落
桐

詩
」
に
、
単
な
る
桐
を
龍
門
の
桐
と
い
う
最
高
級
の
も
の
へ
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
詩
人
の
人
材
と
し
て
の
自
負
心
を
強
く
表
わ

信
は
、
有
為
で
あ
り
登
用
さ
れ
る
べ
き
人
材
と
い
う
側
面
よ
り
も
、

そ
の
半
死
半
生
と
い
う
特
性
を
大
き
く
う
ち
出
し
て
、
龍
門
の
桐
に

円

4
U

し
、
ま
た
、

そ
の
手
法
は
王
鋳
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
祖
国
を
滅
ぼ
さ
れ
、
故
国
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
庚

自
身
を
仮
託
し
た
。

そ
の
結
果
、
沈
約
・
王
筒
に
よ
っ
て
、
す
、
ぐ
れ
た
人
材
の
比
喰
と
さ
れ
た
龍
門
の
桐
は
、
こ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
た
庚

信
の
名
作
「
枯
樹
賦
」

の
た
め
に
、
す
ぐ
れ
た
人
材
と
い
う
よ
り
は
、
零
落
し
生
意
の
尽
き
た
詩
人
の
形
象
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

庚
信
の

「
枯
樹
賦
」

の
価
値
は
、
既
に
興
膳
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
ま
で
考

察
を
進
め
る
と
、

「
枯
樹
賦
」

と
は
、

も
し
か
す
る
と
、
人
材
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
庚
信
自
身
の
不
遇
を
、
北
朝
の
人
々
に
訴
え
か
け

る
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
が
生
じ
る
。
賦
の
前
半
に
「
匠
石
」
、

木
工
品
を
作
る
こ
と
が
詠
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
梁
に
お
い
て
自
身
が
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、

「
公
輸
班
」
が
散
木
ら
し
き
樹
木
を
加
工
し
、
司
馬
彪

「
贈
山
溝
詩
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
両
者
は
為
政
者
の
比
喰
だ
か
ら
で
あ
る
。

置
さ
れ
た
枯
樹
が
登
場
す
る
が
、

の

ま
た
、
賦
の
後
半
に
は
、
逆
に
根
本
か
ら
抜
か
れ
、
放

「
抜
本
垂
涙
、
傷
根
涯
血
」
と
は
、
前
掲
、

「
与
山
巨
源
書
」
に
見
え
る

「
根
抜
失
擦
」

を
踏
ま
え
て
い

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
頼
る
と
こ
ろ
の
無
い
不
遇
な
司
馬
彪
と
同
じ
く
、
北
朝
に
お
い
て
頼
る
も
の
が
な
い
、
不

遇
な
庚
信
の
状
況
を
喰
え
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
賦
の
最
後
段
に
は
、
零
落
し
た
庚
信
の
姿
が
描
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、

「
枯
樹
」
が
形
容
す
る
も
の
は
、
半
死
半
生
の
詩
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
、
ぐ
れ
た
人
材
で
あ
り
な
が
ら
零
落
し
た
庚
信
を
喰
え
て
い
る
可

小
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
を
語
る
余
裕
が
無
い
が
、
人
材
の
喰
え
と
し
て
琴
材
を
詠
う
詩
の

能
性
が
非
常
に
強
い
。

系
譜
は
、
庚
信
の
作
品
に
、
確
か
に
そ
の
影
を
落
と
し
て
い
る
と
号
一
守
え
る
の
で
あ
る
。

注

（

1
）
 

興
膳
宏
『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
六
朝
詩
人
論
』
（
東
京
、
研
文
出
版
、
二

O
O
一
年
）
所
収
。
ま
た
、
庚
信
と
『
枯
樹
賦
』
に
つ
い
て
は
、

同
氏
の
『
庚
信
』
（
東
京
、
集
英
社
、
一
九
八
三
年
）
に
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
庚
信
の
作
品
は
、
す
べ
て
『
庚
子
山
集
』
（
四
部
叢

刊
初
編
本
）
に
拠
り
、
併
せ
て
清
・
悦
璃
注
、
許
逸
民
校
点
『
庚
子
山
集
注
』
（
北
京
、
中
華
書
局
出
版
、
一
九
八
O
年
）
を
参
照
し
た
。

六
朝
の
「
詠
物
詩
」
に
つ
い
て
は
、
網
祐
次
『
中
国
中
世
文
学
研
究
南
斉
・
永
明
時
代
を
中
心
と
し
て
』
（
東
京
、
新
樹
社
、
一
九
六
O
年）、

小
尾
郊
一
『
中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
（
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
、
森
野
繁
夫
『
六
朝
詩
の
研
究
』
（
東
京
、
第
一
学

習
社
、
一
九
七
六
年
）
に
詳
し
い
。

四
部
叢
刊
初
編
所
収
。
該
当
す
る
注
は
、
以
下
の
と
お
り
。
「
因
木
有
自
然
奇
佐
之
形
、
連
合
為
扉
風
、
警
世
有
遺
棄
之
材
、
遭
時
見
用
。
・
：
・

安
、
自
謂
及
中
郎
也
」
。

該
当
す
る
文
は
、
以
下
の
と
お
り
。
「
君
子
聴
琴
悲
之
声
、
則
思
志
義
之
臣
」
（
以
上
、
『
礼
記
』
）
。
「
神
農
氏
継
富
義
而
王
天
下
。
亦
上
観
法
於
天
、

下
取
法
於
地
。
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
。
於
是
始
削
桐
為
琴
、
縄
締
為
絃
、
以
通
神
明
之
徳
、
合
天
人
之
和
意
」
（
以
上
、
『
新
論
』
）
。

『
青
木
正
児
全
集
』
第
七
巻
（
東
京
、
春
秋
社
、
一
九
七

O
年
）
所
収
。

桐
が
琴
材
と
し
て
詠
わ
れ
る
最
古
の
用
例
は
『
詩
経
』
で
あ
り
、
「
郁
風
・
定
之
方
中
」
に
「
樹
之
榛
栗
、
椅
桐
梓
漆
、
愛
伐
琴
悲
」
と
あ
る
。

ま
た
固
有
の
産
地
を
持
つ
琴
材
に
は
、
『
尚
書
』
「
再
貢
」
に
見
え
る
「
陣
陽
孤
桐
」
、
『
周
礼
』
の
「
春
官
・
大
司
楽
」
に
見
え
る
「
雲
和
」
、
「
空

桑
」
、
「
龍
門
」
（
す
べ
て
山
名
）
の
樹
木
（
樹
名
は
不
明
）
が
あ
る
。
楽
器
の
素
材
と
し
て
の
「
峰
山
の
桐
（
樹
）
」
は
、
晋
の
曹
枇
、
錘
泊
母
孫

2 3 4 
（

5
）
 

（

6
）
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7 

氏
の
「
空
模
賦
」
（
『
初
学
記
』
巻
十
六
）
、
陳
の
江
総
「
賦
得
詠
琴
詩
」
（
向
上
）
、
北
貌
の
鹿
念
「
菰
真
定
公
詩
」
（
『
古
詩
紀
』
巻
一
百
十
八
）
、

北
斉
の
粛
懇
「
臨
高
台
」
（
問
集
巻
一
百
二
十
）
に
見
え
、
「
龍
門
の
桐
」
は
、
枚
乗
「
七
発
」
以
後
、
沈
約
等
に
至
る
ま
で
見
え
な
い
。
「
空
桑
」

は
『
楚
辞
』
「
大
招
」
に
、
「
雲
和
」
は
晋
の
張
協
「
七
命
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
五
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
琴
悲
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

何
故
、
「
峰
山
」
・
「
龍
門
」
の
桐
だ
け
が
、
特
別
な
も
の
と
し
て
詠
わ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
「
龍
門
の
桐
」
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
『
世

説
新
語
』
「
徳
行
篇
」
に
見
え
る
「
登
龍
門
」
の
故
事
と
関
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
。
小
論
に
言
及
す
る
詩
賦
の

他
に
、
六
朝
期
に
桐
を
主
題
と
し
て
詠
わ
れ
る
詩
賦
（
「
龍
門
の
桐
」
に
ふ
れ
る
も
の
は
除
く
）
に
は
、
『
芸
文
類
東
』
巻
八
十
八
所
収
、
親
の
明

帝
・
曹
叡
の
楽
府
「
猛
虎
行
」
、
晋
の
博
成
「
梧
桐
賦
」
、
夏
侯
湛
「
感
桐
賦
」
、
劉
宋
の
哀
淑
「
桐
賦
」
、
伏
系
之
「
詠
梧
桐
詩
」
、
梁
の
簡
文
帝
・

粛
綱
「
賦
得
双
桐
生
空
井
詩
」
、
『
初
学
記
』
巻
二
十
八
所
収
、
南
斉
の
劉
義
恭
「
桐
樹
賦
」
、
惰
の
貌
彦
深
「
詠
桐
詩
」
、
『
文
苑
英
華
』
巻
三
百

二
十
四
所
収
、
惰
の
虞
世
基
「
零
落
桐
詩
」
、
陸
季
覧
「
詠
桐
詩
」
が
あ
る
。
貌
彦
深
の
詩
に
、
琴
琴
に
加
工
さ
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
桐
が
詠

わ
れ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
琴
材
と
し
て
の
桐
を
詠
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
他
、
小
論
で
ふ
れ
た
詩
以
外
に
龍
門
の
桐
を
詠
う
も
の
に
、

南
斉
の
王
融
「
詠
梧
桐
詩
」
（
『
古
詩
紀
』
巻
五
十
七
）
、
陳
の
陸
瑞
「
琴
賦
」
（
『
初
学
記
』
巻
十
六
）
、
陳
叔
達
「
聴
隣
人
琵
琶
詩
」
（
向
上
）
、
張

正
見
「
賦
得
威
鳳
棲
梧
桐
詩
」
（
『
初
学
記
』
巻
三
十
）
が
あ
る
こ
と
、
桐
以
外
の
琴
材
を
扱
っ
た
も
の
に
、
梁
の
呉
均
「
重
贈
臨
蒸
郭
某
詩
」

（
『
文
館
詞
林
』
巻
一
百
五
十
八
）
の
「
桂
」
、
着
綱
「
箪
賦
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
七
十
一
）
、
陳
の
陸
麗
「
玄
圃
宴
各
詠
一
物
得
箪
詩
」
（
『
初
学
記
』

巻
十
六
）
の
「
澗
演
の
梓
（
樹
）
」
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

該
当
す
る
注
は
、
以
下
の
と
お
り
。
「
椅
桐
、
彪
、
自
喰
也
。
：
：
：
班
匠
、
及
牙
噴
、
皆
喰
執
政
也
」
。
「
大
雅
・
巻
阿
」
に
「
鳳
風
鳴
失
、
子
彼

高
岡
、
梧
桐
生
央
、
子
彼
朝
陽
」
。
鄭
玄
の
婆
に
「
鳳
皇
之
性
、
非
梧
桐
不
棲
、
非
竹
実
不
食
」
と
あ
る
。
網
祐
次
氏
は
、
注
（
2
）
所
掲
の
著
書

に
、
詠
物
詩
に
は
物
を
擬
人
化
し
て
、
そ
の
物
の
心
を
述
べ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
一
七
八

1
一
八
二
頁
）
。
ま
た
、
同
氏
は
「
宋

末
ま
で
に
は
、
物
を
述
べ
た
詩
は
少
な
く
な
い
が
（
但
、
器
物
は
稀
）
、
そ
の
表
現
面
を
観
察
す
る
に
、
そ
れ
ら
よ
り
も
寧
ろ
、
物
に
作
者
の
意

を
託
し
た
詩
の
方
が
、
永
明
詩
人
の
詠
物
詩
の
表
現
に
、
著
し
く
近
い
と
思
わ
れ
る
」
（
二
四
六
頁
）
と
述
べ
る
。
小
論
で
扱
う
琴
材
を
詠
う
詩

は
、
こ
う
し
た
劉
宋
以
前
の
流
れ
を
受
け
る
詩
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
申
公
亙
臣
日
、
師
人
多
寒
。
王
巡
三
軍
、
前
而
勉
之
、
三
軍
之
士
、
皆
如
挟
紘
」
。
「
紘
」
と
は
「
綿
」
の
こ
と
で
あ
る
。

飽
照
の
詩
文
は
『
鮪
氏
集
』
（
四
部
叢
刊
初
編
本
）
に
拠
り
、
文
字
の
異
同
等
に
つ
い
て
は
銭
仲
聯
『
組
参
軍
集
注
』
（
上
海
、
古
典
文
学
出
版
社
、

一
九
五
八
年
）
を
参
照
し
た
。

「
侍
郎
報
満
辞
閣
疏
」
の
制
作
時
期
は
、
注
（
9
）
所
掲
、
『
飽
参
軍
集
注
』
附
録
の
「
飽
照
年
表
」
に
拠
っ
た
。

（

8
）
 

（

9
）
 

10 
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（日）

『
詩
品
』
に
「
詳
其
文
体
、
察
其
余
論
、
固
知
憲
章
飽
明
遠
也
」
と
あ
る
。
飽
照
の
詩
が
沈
約
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
注
（
2
）

所
掲
の
網
氏
の
著
書
（
四

O
六
、
四

O
七
頁
）
を
参
照
。

注（
2
）
所
掲
、
網
氏
の
著
書
（
四
一

1
二
四
六
頁
）
を
参
照
。

陳
慶
元
『
沈
約
集
校
筆
』
（
杭
州
、
漸
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
附
録
「
沈
約
事
遊
詩
文
繋
年
」
に
、
同
氏
は
沈
約
が
粛
子
良
の
文
学
集

団
に
属
し
た
の
は
、
永
明
五
年
か
ら
十
一
年
（
四
八
七

1
四
九
三
）
と
見
な
し
、
「
桐
賦
」
（
同
著
十
六
、
十
七
頁
）
の
実
に
、
桐
を
詠
う
賦
が

共
作
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
氏
は
前
掲
の
年
譜
に
、
沈
約
の
「
詠
簾
詩
」
、
謝
眺
の
「
詠
琴
詩
」
、
王
融
の
「
詠

琵
琶
詩
」
を
永
明
八
年
の
作
と
見
な
す
（
五
六
O
頁
）
。
こ
れ
に
し
た
が
う
。

注（
1
）
所
掲
、
『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
六
朝
詩
人
論
』
の
五
五
三
頁
、
五
六
三
、
五
六
四
頁
を
参
照
。

注
（
日
）
所
掲
、
『
沈
約
集
校
筆
』
に
、
陳
氏
は
『
金
華
府
志
』
を
引
き
、
「
霜
来
悲
落
桐
詩
」
を
含
む
連
作
詩
「
八
詠
詩
」
が
、
南
斉
の
隆
昌
元

年
（
四
九
四
）
の
作
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
四
六
一
頁
）
。
以
下
、
該
当
部
分
を
呉
相
湘
主
編
『
金
華
府
志
』
（
台
北
、
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
六

五
年
）
巻
三
十
よ
り
引
用
す
る
。
「
八
詠
詩
、
旧
南
斉
隆
昌
元
年
、
太
守
沈
約
所
作
。
留
題
子
玄
暢
楼
壁
問
、
時
号
絶
唱
」
。

「
陰
竹
之
管
、
龍
門
之
琴
悲
、
九
徳
之
歌
、
九
碧
之
舞
、
於
宗
廟
之
中
奏
之
」
。

注（
2
）
所
掲
の
著
書
に
網
氏
は
、
沈
約
が
東
陽
太
守
と
し
て
蒲
子
良
の
も
と
を
離
れ
た
の
は
、
永
明
末
に
南
斉
の
武
帝
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
争

い
を
避
け
る
こ
と
、
そ
し
て
か
つ
て
家
令
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
文
恵
太
子
・
蒲
長
婚
の
死
が
、
そ
の
動
機
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測

す
る
（
六
三
、
六
四
頁
）
。

『
梁
書
』
巻
三
十
三
「
王
錆
伝
」
に
、
「
約
於
郊
居
宅
造
閣
斎
、
笥
為
草
木
十
詠
、
書
之
於
壁
、
皆
直
写
文
詞
、
不
加
篇
題
O

i
－
－
－
約
常
従
容
啓
高

祖
日
、
晩
来
名
家
、
唯
見
王
錆
独
歩
」
と
あ
る
。

「
嘉
樹
」
に
つ
い
て
は
、
『
楚
辞
』
「
九
章
」
の
橘
頒
に
「
后
皇
嘉
樹
、
橘
練
服
今
」
と
あ
る
。
丘
遅
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
屈
原
が
自
ら
を
橘
に
喰

え
た
よ
う
に
、
自
ら
を
琴
材
で
あ
る
「
嘉
樹
」
に
喰
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
）
所
掲
、
『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
六
朝
詩
人
論
』
の
五
六

0
1五
六
四
頁
を
参
照
。

該
当
す
る
詩
句
は
下
記
の
と
お
り
。
「
酒
演
石
、
龍
門
桐
」
（
「
郊
廟
歌
辞
」
「
周
相
方
沢
歌
・
青
帝
雲
門
舞
」
）
、
「
洞
庭
鐘
鼓
、
龍
門
悲
琴
」
（
同

「
周
記
宗
廟
歌
」
昭
夏
降
神
※
第
一
句
は
「
律
在
爽
鍾
」
）
、
「
龍
門
之
下
孤
桐
、
酒
水
之
漬
鳴
石
」
（
「
燕
射
歌
辞
」
「
周
五
声
調
曲
・
羽
調
曲
」

其
四
）
。

庚
信
の
「
擬
連
珠
」
が
内
容
面
に
お
い
て
、
「
哀
江
南
賦
」
、
「
擬
詠
懐
詩
」
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
呉
冠
宏
「
庚
信
四
十
四
首
擬
連
珠
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試
探
｜
｜
兼
論
〈
哀
江
南
賦
〉
、
詠
懐
詩
与
連
珠
之
比
較
」
（
『
中
国
文
学
研
究
』

6
所
収
、
台
北
、
台
湾
大
学
中
央
文
化
研
究
所
、

に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
龍
門
死
樹
」
に
つ
い
て
は
、
清
の
倒
播
の
注
に
、
「
龍
門
死
樹
、
相
也
。
：
：
：
成
池
、
黄
帝
楽
名
。
此
章
喰
己
雄
身
在
北
朝
、
市
心
存
南
国
。
誓

之
畔
枯
市
珠
在
、
樹
死
而
曲
存
。
此
心
終
為
梁
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
倒
注
に
枚
乗
「
七
発
」
の
「
龍
門
の
桐
」
を
指
す
も
の
と
さ
れ
る
梧
桐
が
、

「
擬
連
珠
」
第
二
十
七
首
（
下
記
）
に
も
見
え
る
。
「
蓋
聞
五
十
之
年
、
壮
情
久
歌
、
憂
能
傷
人
、
故
其
哀
実
。
是
以
盛
田
之
交
譲
、
実
半
死
而
言
生
、

知
彼
梧
桐
、
雄
残
生
而
猶
死
」
。

。。

「
廼
有
拳
曲
擁
腫
、
盤
劫
反
覆
、
：
：
：
匠
石
驚
視
、
公
輸
肱
目
。
離
錆
始
就
、
剤
閥
抗
加
」
。
な
お
、
こ
れ
は
後
漢
の
雇
埼
「
七
鏑
」
（
『
芸
文
類
衆
』

。。

巻
五
十
七
）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
（
下
記
）
。
「
愛
有
梧
桐
、
産
平
玄
銭
。
伝
根
朽
壌
、
託
陰
生
危
。
：
：
：
匠
石
擢
肩
、
公
輸
折
首
。
目
肱
肌
戦
、

制
以
為
琴
」
。
つ
ま
り
、
散
木
の
よ
う
に
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
木
の
本
来
の
モ
デ
ル
は
、
琴
の
材
料
で
あ
る
梧
桐
な
の
で
あ
る
。

「
若
乃
山
河
阻
絶
、
瓢
零
離
別
。
抜
本
垂
涙
、
傷
根
涯
血
。
：
：
：
横
洞
口
市
敬
臥
、
頓
山
腰
市
半
折
」
。

「
況
復
風
雷
不
感
、
韓
旅
無
帰
、
未
能
採
葛
、
還
成
食
穣
。
沈
論
窮
巷
、
蕪
没
荊
扉
。
既
傷
揺
落
、
弥
嵯
変
衰
」
。
な
お
、
こ
の
条
を
魯
同
群
氏
は

『
庚
信
伝
論
』
（
天
津
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に
、
庚
信
が
不
遇
な
状
況
に
甘
ん
じ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ

る
、
と
見
な
す
。
本
文
は
次
の
と
お
り
。
「
文
中
強
調
最
多
的
、
乃
是
対
自
己
年
齢
漸
老
、
市
伯
N

沈
論
窮
巷
、
蕪
没
荊
扉
H

的
不
満
与
不
甘
」

（
一
八
七
頁
）
。
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一
九
九
二
年
）

24 （
お
）

（
部
）

（
附
記
）
小
論
の
脱
稿
に
あ
た
っ
て
、
合
山
究
、
静
永
健
の
両
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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